
３月５日（水）１３：００～１７：００
３月６日（木）～８日（土）９：００～１７：００
３月９日（日）９：００～１５：００
大分県立芸術会館（大分市牧緑町１番６１号）
絵画、書道、写真、彫刻、工芸、デザイン・イラスト

第５１回

日　時

部　門

場　所

３月９日（日）１４：００～
芸術会館３Ｆ講堂

３月９日（日）１２：３０～１３：５０
作品展示場

審査員による
作品指導

表彰式

３月２３日（日） １０：００スタート
大分市明野・OBSボウル
事業団体・地区労福協・労働組合団体
対抗戦および個人戦

第３６回

日　時

場　所

参加者

労美展開催ボーリング大会のご案内 労美展開催ボーリング大会のご案内 労美展開催ボーリング大会のご案内
大分県・大分県労福協・大分県労政協会が主催する「第51回労美展」は「あな
たの趣味を みんなの感動に 労美展」をキャッチフレーズに開催されています。
大分県内で働く仲間の皆さんの力作です、是非お立ち寄りください。

問い合わせは
所属組織へ

実施中

カーライフローンキャンペーンカーライフローンキャンペーン
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【構成会員団体】

第 79 号 2008年３月１日　(1) 第 79 号 2008年３月１日　(8)

お問い合せは　九州ろうきん　おおいた　　　0120-567863
ゴウロクシチハチ ロウキンサン

労 働 金 庫 　 ☎097-536-2211

大分県労福協ホームページ　　http://oita.rofuku.net/

　

九
州
８
県
（
沖
縄
を
含
む
）
の

各
県
労
福
協
、
九
州
労
働
金
庫
、

全
労
済
西
日
本
事
業
本
部
を
は
じ

め
と
し
た
労
働
者
福
祉
事
業
団
体

で
構
成
す
る
【
労
働
者
福
祉
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
】
の
通
常
総
会

が
、
２
月
12
日（
火
）那
覇
市
・
沖

縄
都
ホ
テ
ル
で
、
各
構
成
組
織
の

代
議
員
と
来
賓
あ
わ
せ
て
55
名
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

通
常
総
会
は
、
地
元
沖
縄

県
労
福
協
・
中
村
宣
正
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し

て
議
長
に
は
沖
縄
県
労
福

協
・
名
護
一
男
評
議
員
を
選

出
し
、
南
部
労
福
協
・
出
口

能
美
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　

出
口
会
長
は
、「
１
年
間
、

幹
事
会
を
中
心
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
ク
レ
サ

ラ
・
多
重
債
務
問
題
を
中
心

に
活
動
し
て
き
た
。
勤
労
者

の
可
処
分
所
得
は
減
少
し
、

非
正
規
労
働
者
の
増
大
と
取

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
今
こ
そ
、
連
合
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
・
事
業
団
体
と
連
携
を
強

化
し
職
場
、
地
域
で
の
活
動
を
広

げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
沖
縄
県

観
光
商
工
部
・
勝
目
和
夫
統
括
監
、

中
央
労
福
恊
・
高
橋
均
事
務
局
長
、

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
山
口
正
三

代
表
幹
事
、
日
本
高
退
連
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
沖
縄
県
高
齢

退
職
者
団
体
連
合
会
・
真
喜
志
勇

副
会
長
の
皆
さ
ん
か
ら
激
励
と
連

帯
の
ご
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
２
０

０
８
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て 

①
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か
る
サ

ポ
ー
ト
事
業 

②
労
働
者
福
祉
運

動
強
化
と
発
展
の
た
め
に 

③
多

重
債
務
、
格
差
・
貧
困
の
是
正
を

目
指
す 

取
り
組
み
の
３
点
を
重

点
課
題
と
し
、
継
続
的
な
取
り
組

み
と
し
て 

①
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
自
立
・
再
生 

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
子
育
て
支
援 

③
退
職
者
・
高
齢
者
と
の
連
携 

④
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
、
生
活
応
援

運
動 
⑤
勤
労
者
福
祉
向
上
に
向

け
た
自
治
体
要
請 

⑥
暮
ら
し
の

安
全
運
動
と
し
て
の
防
災
対
策
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
労
福
協
・
事
業
団
体
・
連
合

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
認
識
の
共
有
を

図
り
、
相
互
の
連
帯
と
協
力
関
係

を
促
進
し
労
働
者
福
祉
運
動
の
強

化
と
充
実
に
向
け
努
力
し
て
ゆ
く

こ
と
を
確
認
・
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
役
員
改
選
で
は
、
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
会
長
と
し
て

新
た
に
福
岡
県
労
福
協
の
山
口
正

三
会
長
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ

と
、
そ
し
て
事
務
局
は
福
岡
県
労

福
協
に
お
く
こ
と
が
あ
わ
せ
て
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
に
、
亀
島

靖
氏
（
劇
作
家
）
に
よ
る
「
琉
球

歴
史
の
謎
と
、
ロ
マ
ン
」
の
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

　

労
金
で
は
、「
し
あ
わ
せ
創
造

運
動
・
多
重
債
務
対
策
本
部
」
の

設
置
お
よ
び
多
重
債
務
対
策
取
組

強
化
を
具
体
化
す
る
運
動
と
し
て

「
借
換
え
運
動
強
化
月
間
」（
二
〇

〇
八
年
三
月
末
ま
で
）
を
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
他
行
住
宅
ロ
ー
ン
や

信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
利
用
者

お
よ
び
、
全
国
で
一
四
〇
〇
万
人

を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
消
費
者
金

融
利
用
者
（
う
ち
組
織
労
働
者
は

一
三
八
万
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
）

に
対
し
借
換
え
や
債
務
一
本
化
に

よ
る
返
済
負
担
の
軽
減
を
提
案

し
、
組
合
員
の
可
処
分
所
得
向
上

を
目
的
と
し
た
運
動
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
運
動
を
展
開
す
る
中
で

発
生
す
る
多
重
債
務
相
談
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
対
応
し
、
組
合
員

か
ら
多
重
債
務
者
を
出
さ
な
い
取

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
消
費
者
金
融
等
を
利
用

し
て
い
る
方
に
は
、
利
息
制
限
法

の
上
限
金
利
を
超
え
る
利
息
に
つ

い
て
は
支
払
う
必
要
が
な
い
こ
と

を
知
ら
な
い
方
も
多
く
存
在
し
、

全
国
ろ
う
き
ん
業
態
統
一
で
実
施

す
る
「
お
金
の
問
題
・
気
づ
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
知
ら
せ
る
運

動
を
展
開
し
、
併
せ
て
「
九
州
ろ

う
き
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
活
用
し
た
任
意
整
理
に
よ

る
債
務
圧
縮
を
す
す
め
て
参
り
ま

す
。

　

労
金
が
社
会
的
に
も
求
め
ら
れ

て
い
る
重
要
な
運
動
で
あ
り
、
会

員
団
体
（
労
組
・
互
助
会
等
）
と

恊
働
で
取
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

連 　 合 　 大 　 分
主 要 産 別 ・ 単 組
労 　 働 　 金 　 庫
全 労 済
総 　 合 　 生 　 協
県 　 生 　 協 　 連
勤 労 者 医 療 生 協
県 民 共 済 会
労 働 福 祉 会 館
地 区 労 福 協
高 　 退 　 連

大分県労働者福祉協議会
機関紙　第79号

お
お

い
た

大分市中央町4-2-5
ソレイユ　6Ｆ

☎(097)533-1106
発行人　嶋﨑　龍生
2008．3．1発行

借
換
え
運
動
強
化
月
間
に
つ
い
て

借
換
え
運
動
強
化
月
間
に
つ
い
て

大分県は勤労者福祉支援策として、

中小企業にお勤めの方（労金会員も可）へ労働金庫と提携した

ご利用しやすい各種ローン制度を設けており、

例えば「教育ローン」なら以下のとおりです。

大分県提携融資制度をご存知ですか？
中小企業にお勤めの方へ

※保証機関の承諾がいただけない場合は融資をお断りする場合があります。　
※総融資枠に達した時点で、ご融資をお断りする場合があります。

融 資 額

県内の労金各支店へお気軽にお尋ねの上、ご利用ください。

詳細は、お近くの労金各支店へお問合せください。

カーライフローンキャンペーン

最高２００万円以内
融資金利 年２.２６％（固定：保証料別）
返済期間１０年以内（最長 4年以内の据置期間を含みます。）

期　間 ２００８年３月３１日まで

ご融資額５００万円まで　

金　利 年２.２０％～年２.００％まで
（変動金利）　※別途、固定金利もあります。

保証料率０.７％又は１.２％が必要です。

返済期間１０年以内
保証料率０.７％又は１.２％が必要です。

年間総融資額５２０万円

ローンのことなら、

平　日（月～金）
土・日
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します）

営業時間

AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階

ご連絡先

ろうきん  ローンセンターおおいた
昭和通り

国道10号

ジャングル公園

大分市役所

大分郵便局

トキハ
ソレイユ

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅

大
道
陸
橋

ローンセンターは
3Fです!!

ろ
う
き
ん

第３期

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会　
　

長

事
務
局
長

幹　
　

事
〃〃〃〃〃〃〃〃

会
計
監
査

〃
役
職
名

氏　

名 

（
選
出
団
体
）

南
部
労
福
協
・
２
０
０
８
年
度
役
員

（（
社
）福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（（
社
）福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（（
社
）佐
賀
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（
長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（
熊
本
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

（（
社
）宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
）

（
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会（
代
行
））

（
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
）

（
九
州
労
働
金
庫
）

（
全
労
済
西
日
本
事
業
本
部
）

（
全
労
済
福
岡
県
本
部
）

（
九
州
労
働
金
庫
福
岡
県
本
部
）

山
口　

正
三

笹
井　

範
男

太
田　

吉
章

中
村　

忠
孝

梅
木　

一
美

馬
塲　

德
明

清
野　

政
勝

川
野　

和
幸

下
田　

祐
二

服
部　

道
徳

石
坂　

末
人

島
村　

幸
利

中
村　

太
良

２
０
０
８
年
度 
通
常
総
会
開
催

２
０
０
８
年
度 
通
常
総
会
開
催



毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

編
集
部

・
何
年
も
会
社
に
勤
め
て
い
て
、

　

こ
の
機
関
紙
を
読
む
の
は
初
め

　

て
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

　

に
労
働
者
側
に
立
っ
て
動
く
機

　

関
紙
が
あ
る
の
に
、
も
っ
と
各

　

会
社
の
労
働
者
に
知
っ
て
も
ら

　

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

由
布
市
（
男
性
）

・
厳
し
い
労
働
環
境
で
す
が
、
組

　

合
運
動
の
重
要
性
を
若
い
人
た

　

ち
に
説
く
努
力
を
お
願
い
し
ま

　

す
。　
　
　

佐
伯
市
（
男
性
）

・
先
月
初
め
に
図
書
券
が
当
り
、

　

今
年
の
初
め
に
届
き
ま
し
た
。

　

春
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
！
思
わ
ず

　

「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
声
を
発
し
て

　

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

　

ク
イ
ズ
応
募
し
続
け
た
い
と
思

　

い
ま
す
。　

佐
伯
市
（
女
性
）

・
労
福
協
ク
イ
ズ
は
結
構
む
ず
か

　

し
い
で
す
。
第
34
回
で
当
選
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
意
義

　

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
分
市
（
男
性
）
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(7)　第 79 号 2008年３月１日 第 79 号 2008年３月１日　(2)勤 労 者 医 療 生 協 　 ☎097-568-2299
h t t p : / / www . o i t a k y owa - h p . o r g /

労 福 協 　 ☎097-533-1106

・ハガキに、①、②それぞれの答えを書き、
　住所、氏名、職場名を明記の上送付して下さい。
・締め切り2008年３月31日消印有効。
　正解者の中から抽選により、10名の方に図書
　券をお送りします。
　当選者発表は、機関紙80号

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　大分県労働福祉会館（ソレイユ）2F
大分県労働者福祉協議会編集委員会宛

◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

応 募
方 法

あ て
先

第
35
回（
機
関
紙
78
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

＝
敬
称
略
＝

江
藤　

千
草（
九
重
町
）

菅
原　

健
児（
佐
伯
市
）

工
藤　

幸
俊（
由
布
市
）

甲
斐
け
い
子（
豊
後
大
野
市

）

岩
田　
　

章（
別
府
市
）

○36

林　
　

啓
子（
佐
伯
市
）

中
嶋　

美
穂（
日
田
市
）

田
中　

志
保（
佐
伯
市
）

板
井　

祐
造（
臼
杵
市
）

玉
井　
　

聡（
由
布
市
）

労福協クイズ
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ

①  

デ
フ
レ

②  

借
換
え
運
動

①全労済大分県本部と総合生協の機能が
　　　ひとつになったふれあいプラザ名は？

②県民共済会が毎年開催している公益福祉
　事業は、無料税務相談会と無料○○相談会

機
関
紙
78
号
の
第
35
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
の

一
つ
に
、
患
者
と
医
師
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
医
療
が
高
度
化
、
専
門

化
す
る
中
で
医
療
の
内
容
は
ま
す

ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
て
、
医
療

の
現
場
で
は
細
か
な
対
応
と
高
い

緊
張
感
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
側
も
医
療
リ

ス
ク
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
て
医
療
職
場
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
協
和
病
院
の
07
年
度
後
期

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会

は
、
県
立
奈
良
医
大
の
車
谷
典
男

教
授
を
招
い
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
人
間
は
ど
ん
な

に
知
識
が
あ
り
、
訓
練
さ
れ
、
職

場
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

時
に
「
誤
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と

や
、
事
故
や
ミ
ス
を
個
人
の
不
注

意
や
偶
然
の
結
果
と
捉
え
る
の
で

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
連
合

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
事
業
団
体
の
合

同
研
修
会
が
１
月
29
日（
火
）大
分

市
の
大
分
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修

会
は
、
沖
縄

を
含
む
九
州

圏
内
の
労
福

協
・
連
合
・

労
働
金
庫
・

全
労
済
の
役

員
が
一
同
に

会
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体

の
情
報
交
換

や
眼
下
の
課

題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
た
め
に
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

研
修
会
は
、
大
分
県
労
福
協
・

嶋
﨑
龍
生
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

に
引
き
続
き
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
・
出
口
能
美
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
口
会
長
は
、「
年
明
け
の
株

価
の
下
落
、
石
油
を
は
じ
め
と
し

た
物
価
高
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不

安
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
経
済
界
の

08
春
闘
の
賃
上
げ
発
言
も
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
し
か
し
、
置

か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
非
正
規
労

働
者
の
賃
上
げ
を
含
め
連
合
の
大

き
な
課
題
。
事
業
団
体
に
お
い
て

も
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
よ
る
会

員
減
少
の
厳
し
さ
の
な
か
で
、
労

福
協
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
つ
い
て
南
部
と
し
て
も

論
議
を
し
、
地
域
と
連
携
し
一
体

と
な
っ
た
労
働
者
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
社
会
的

共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
の
た
め

に
」
中
央
労
福
協
・
菅
井
義
夫
参

与
、「
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜

大
吊
橋
に
夢
を
乗
せ
て
」
九
重
町
・

永
尾
宗
忠
副
町
長
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菅
井
参
与
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
取
り
巻
く
状
況
に
触
れ
ら

れ
、①
社
会
保
障
制
度
の
揺
ら
ぎ

が
将
来
不
安
を
増
大
さ
せ
、②
少

子
・
高
齢
化
の
急
進
展
が
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
、③
庶
民
の
暮

ら
し
へ
の
視
点
を
欠
い
た
改
革
が

格
差
を
拡
大
・
定
着
さ
せ
、
貧
困

を
固
定
・
再
生
産
し
て
い
る
。
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
を
社
会
を
改

革
す
る
力
と
し
て
の
労
働
運
動
、

「
社
会
的
共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
」

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
多
く
の

団
体
・
組
織
や
市
民
と
協
働
で
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
運
動
に
し
て
行

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

永
尾
副
町
長
は
、
九
重
町
の
町

づ
く
り
の
基
調
と
し
て
①
自
然
と

の
共
生
を
め
ざ
し
た
町
づ
く
り
、

②
個
性
が
輝
く
町
づ
く
り
、③
町

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く

り
を
挙
げ
ら
れ
、
破
綻
寸
前
の
町

財
政
を
行
財
政
改
善
計
画
に
よ
り

立
て
直
し
、
観
光
再
生
の
た
め
に

３
つ
の
夢
「
ゴ
ル
フ
場
」「
ス
キ
ー

場
」「
大
吊
橋
」
を
策
定
し
、
平

成
15
年
度
よ
り
実
施
設
計
に
着
手

し
、
平
成
18
年
10
月
に
竣
工
式
を

あ
げ
た
大
吊
橋
。

　

当
初
年
間
30
万
人
を
見
込
ん
で

い
た
入
場
者
も
平
成
20
年
１
月
に

は
280
万
人
を
達
成
し
、
事
業
の
効

果
（
経
済
・
雇
用
・
活
性
化
）
も

期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
、
通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観

光
へ
、周
辺
設
備
の
改
善（
地
域
住

民
の
我
慢
）
を
取
り
組
む
必
要
性
。

　

大
分
県
の
市
町
村
合
併
が
進
む

中
、
合
併
を
選
択
せ
ず
に
独
自
の

町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
九
重

町
。
九
重
「
夢
」
大
吊
橋
は
町
民

一
人
一
人
が
町
づ
く
り
に
関
心
を

も
ち
、
町
民
本
位
の
、
町
民
の
声

を
し
っ
か
り
聞
い
て
町
政
に
生
か

そ
う
と
す
る
官
民
一
体
の
町
づ
く

り
が
永
尾
副
町
長
の
講
演
で
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

合
同
研
修
会

南 部
労福恊

　４月から40歳～74歳までのすべての被保険者
と被扶養者に特定健診・特定保健指導が施行さ
れることは、随分、周知されてきたのではない
だろうか。
　この制度自体は、他の国でも例を見ない大が
かりなもので、国を挙げての壮大な実験ともい
われている。
　ところがこの制度に医療関係者から、幾つか
の疑問と心配事が出されている。その一つは肥
満者は、「メタボ、メタボ」ということで自己管
理能力が低いなどという社会の偏見が生じない
かということ。二つ目は、肥満を条件に抽出が
行われるために肥満以外の人でリスクを抱えて
いる人が保健指導などから見逃されかねないと
いう指摘。そして三点目は、保健師や管理栄養
士などが行う保健指導が「時間的制約や個々の
生き方が様々にある中でどれだけ実効性がある
のか」という疑問である。
　しかし、制度はまもなく実施される。自分の
健康は自分で責任を持たねばならない部分が大
きい。人は健康のために生きているのではない
が、健康がなければ「仕事も生きがい」も満た
されないのも事実である。

　

医
療
や
介
護
の
お
か
れ
て
い
る

現
場
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
や
、
一
粒
の

チ
ョ
コ
か
ら
利
用
者
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
は
か
れ
れ
ば
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
も

２
月
１
日
か
ら
佐
伯

診
療
所
、
協
和
病
院

や
在
宅
の
方
々
に
、

一
粒
チ
ョ
コ
に
私
た

ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
「
愛
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
行
動
」
に

取
り
組
み
、
患
者
さ

ん
や
利
用
者
さ
ん
に

２
０
０
０
セ
ッ
ト
が

配
ら
れ
ま

し
た
。

は
な
く
、
例
え
ミ
ス
が
起
っ
た
と

し
て
も
次
の
防
止
策
を
多
く
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
結
果
が
万
全
で

あ
っ
た
り
、
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
の
ほ
う
が
先
決
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
谷
教
授
か
ら
医
療
関

係
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

事
故
が
起
っ
た
後
に
対
策
を
立
て

る
事
後
対
応
型
と
な
っ
て
い
る

が
、
最
近
ア
メ
リ
カ
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
と
い
う

「
職
場
で
起
る
か
も
し
れ
な
い
あ

ら
ゆ
る
危
険
因
子
を
出
し
合
っ
て

対
策
を
講
ず
る
」
と
い
う
予
見
的

手
法
を
取
り
入
れ
て
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
生
か
し
た
ら
ど
う
か

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
院
内
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

特定健診と実効性
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全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

今
後
の
日
程

◆
第
５
回
理
事
会
の
開
催

２
０
０
８
年
３
月
24
日（
火
）

　

１
月
28
日
、
理
事
14
名
・
監
事

２
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
７
年
度
の
第
４
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、①
前
回
理

事
会
以
降
の
主
な
会
議
開
催
状
況

報
告
、②
共
済
金
支
払
い
に
関
す

る
自
主
的
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
、③
勤
労
県
民
共
済
会
と
の
契

約
移
行
に
関
す
る
協
議
経
過
に
つ

い
て
、④
08
年
度
４
月
人
事
異
動

方
針
と
事
務
局
機
構
の
再
編
に
つ

い
て
、⑤「
新
し
い
共
済
シ
ョ
ッ
プ

の
店
名
お
よ
び
開
所
式
」
に
つ
い

て
、⑥
第
３
回
「
役
職
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
、⑦
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、⑧
そ
の

他
、に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
理
事
の
退

任
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
確
認
に

つ
い
て
、②
共
済
事
業
の
普
通
預

金（
玖
珠
郡
信
用
組
合
）の
口
座
解

約
に
つ
い
て
、③
役
員
補
欠
選
挙

の
実
施
お
よ
び
臨
時
総
代
会
の
開

催
（
案
）
に
つ
い
て
、④
選
挙
管
理

委
員
会
の
開
催
な
ら
び
に
役
員
選

考
委
員
会
の
設
置
・
委
員
の
選
出

に
つ
い
て
、⑤
そ
の
他
に
つ
い
て

の
提
案
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
本
部
で
は
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
全
労
済
大
分

県
本
部
・
総
合
生
協
・
グ
ル
ー
プ

に
働
く
役
職
員
・
理
事
、
一
般
参

加
者
を
含
め
、
別
府
ス
パ
ビ
ー
チ

（
２
０
０
７
年
９
月
）、
日
出
町
糸

が
浜
海
浜
公
園
（
２
０
０
７
年
11

月
）
の
海
岸
沿
い
の
清
掃
を
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
第
３
回
と
し
て
、
２
０

０
８
年
１
月
12
日（
土
）大
分
市
佐

賀
関
白
木
海
岸
に
て
の
清
掃
活

動
。参
加
者
総
数
48
名
、
海
岸
に
打

ち
寄
せ
ら
れ
た
流
木
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
海
藻
な
ど
の
主
々
雑

多
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
般
参
加
者
の
中
か
ら
、

ま
た
次
回
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
嬉
し
い
感
想
も
い
た
だ
き
、

回
を
重
ね
る
毎
、
ご
み
拾
い
の
要

領
も
良
く
な
り
、
終
了
後
の
参
加

者
全
員
の
和
ん
だ
笑
顔
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
大
分
県
消
費
者
問

題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
所
開
所

式
を
27
名
が
参
加
し
て
大
分
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
寺
十
郎
大
分
県
生
活
環
境

部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
３
８
０
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
多
く
の

消
費
者
は
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。そ
の

中
で
「
消
費
者
被

害
１
１
０
番
」
の

相
談
事
務
所
開
設

は
た
い
へ
ん
心
強

く
思
っ
て
い
ま

す
。県
内
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
よ
う
活
動
を
お

願
い
し
ま
す
。」

　

開
所
式
は
、
井

田
雅
貴
弁
護
士

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事
長
）
の
開

会
挨
拶
、
足
立
勇

一
生
協
連
会
長

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長
）
の
主
催

者
挨
拶
に
続
い
て

来
賓
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
太
田
耕
作

県
連
専
務
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
）
か
ら
「
大
分
県
消
費
者
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
と
経
過
と

概
要
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。「
県

内
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
学
者
、

消
費
者
団
体
と
生
協
が
２
０
０
６

年
９
月
か
ら
検
討
会
を
行
い
、
２

０
０
７
年
７
月
に
設
立
準
備
委
員

会
を
立
上
げ
て
８
月
28
日
に
設
立

総
会
を
行
い
大
分
県
消
費
者
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し

た
。そ
の
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
を

行
い
、
１
月
９
日
に
承
認
を
受
け
、

１
月
18
日
に
登
記
を
完
了
し
て
お

り
ま
す
。今
後
、
５
つ
の
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
消
費
者
相
談
活
動（
週

２
日
）、
消
費
者
行
政
調
査
（
２

月
）、講
演
会（
２
月
、９
月
）、講
師

派
遣（
12
月
、
県
内
５
ヶ
所
）、
情
報

資
料
提
供
と
と
も
に
、
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
会
を
６
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。」

　

小
野
ヒ
サ
ヱ
大
分
県
消
費
者
団

体
連
絡
協
議
会
会
長
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
）
の
開
会
の
挨
拶
で

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
取
材
が
テ
レ

ビ
２
社
と
大
分
合
同
新
聞
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　

生
協
連
合
会
役
員
と
県
行
政
と

の
懇
談
会
が
、
２
０
０
８
年
１
月

23
日（
水
）全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
の
７

階
ロ
ー
ズ
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
よ
り
県
生
活
環
境

部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
・

課
長
安
見
美
代
子
氏
・
男
女
共
同

参
画
課
副
主
幹
・
塚
本
由
美
氏
の

２
名
、
県
生
協
連
は
足
立
会
長
を

は
じ
め
13
名
の
理
事
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
生
協
と
行

政
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
も
の

と
し
て
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

最
初
に
足
立
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、安
見
課
長
は
、あ
い
さ
つ
で
消

費
者
行
政
へ
の
協
力
に
対
す
る
お

礼
が
述
べ
ら
れ
、
県
内
の
消
費
者

運
動
の
中
核
と
し
て
多
面
的
な
活

動
を
進
め
て
い
る
生
協
に
対
し

て
、評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
２
０
０
８
年
大
分

県
予
算
編
成
な
ら
び
に
行
政
執
行

に
関
す
る
要
望
書
」に
つ
い
て
、
２

０
０
７
年
11
月
30
日
に
回
答
し
た

事
項
の
中
か
ら
、特
に
、関
係
す
る

事
項
を
中
心
に
説
明
し
、
災
害
協

定
の
締
結
、公
民
館
の
使
用
、

消
費
者
政
策
や
食
品
安
全
問

題
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
意
見
交
換
と
な
り
ま
し

た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
公
民
館

の
使
用
の
教
育
委
員
会
の
理

解
に
対
す
る
行
政
の
あ
り

方
、
消
費
者
政
策
や
食
の
安

全
・
安
心
問
題
、
消
費
者
問

題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す

る
財
政
補
助
や
消
費
生
活
専

門
相
談
員
研
修
制
度
等
の
意

見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

懇
談
会
を
通
じ
て
相
互
の
理

解
は
深
ま
っ
た
と
の
確
信
を

し
ま
し
た
。

事務所入口の看板

生
協
連
と
県
行
政
と
の
懇
談
会

生
協
連
と
県
行
政
と
の
懇
談
会

大
分
県
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

大分県
生協連
大分県
生協連

大
分
県
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

事
務
所
開
所
式

全
労
済
発
足
50
周
年
記
念
事
業

第
３
回
環
境
美
化
清
掃
活
動

第
３
回
環
境
美
化
清
掃
活
動

　全労済の社会貢献活動や人材育成の取組を目的に、
1992年から「ホームヘルパー養成講座」の取組が始ま
り全国で、2005年度までの要請講座修了者は15,013
名、大分県本部では、合計247名の方が終了され、福祉
の現場や地域において幅広く活動されておられます。
　今回も、介護のお仕事に意欲のある方はもちろん、資
格取得を目指す方など、男女含み23名の方々のご参加
により、専門講師が親切丁重にアドバイスを行い1月16
日（水）から3月末日まで学科・実習を含む養成講座を開
講しています。

　長年みなさまに慣れ親しんでいただいた、「共済ショッ

プ」が全労済ソレイユから中央町の「総合生協会館１階」に

移転し装いもあらたに、ふれあいプラザ「ふらっと大分」と

して新たにオープンいたしました。

　ふれあいプラザ「ふらっと大分」では、全労済の各種共済

や総合生協の住宅・旅行・介護の相談サービスが、一カ所

で受けられるようになりました。

　また同プラザに地域や、組合員の方々のこころ温まる交

流の場として「ふれあいギャラリー」を用意しております。

　どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。スタッフ一同皆

さまのご来店を心よりお待ち申し上げます。

ホームヘルパー
養成講座　　　　　
ホームヘルパー
養成講座　　　　　
を開講しています!!

ふ れ あ い プ ラ ザ

大分

共 済 シ ョ ッ プ

2級課程
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第
４
回
理
事
会
開
催

第
４
回
理
事
会
開
催

2007
年度

　

さ
る
１
月
28
日（
月
）別
府
杉
乃

井
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
２
０
０
７

年
度
第
４
回
理
事
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。協
議
事
項
の
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

１
、
理
事
退
任
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー

　

バ
ー
確
認
に
つ
い
て

２
、「
み
な
し
自
由
脱
退
」
に
関
す

　

る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

３
、事
業
活
動
に
つ
い
て

★
住
宅
事
業

■
分
譲
部
門
は
「
か
た
し
ま
台
」・

　
「
ゆ
め
が
丘
」
で
の
建
売
住
宅
販

　

売
会
で
の
来
場
者
を
主
と
し

　

て
、
営
業
活
動
を
行
い
契
約
に

　

向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
に
つ
い
て
は

　

見
積
中
の
物
件
を
含
め
て
受
注

　

に
つ
な
が
る
よ
う
に
営
業
活
動

　

を
行
い
ま
し
た
。

★
旅
行
事
業

■
忘
・
新
年
会
の
受
注
に
向
け
昨

　

年
の
利
用
団
体
・
グ
ル
ー
プ
へ

　

の
再
確
認
、
新
規
団
体
へ
の
紹

　

介
活
動
を
行
い
集
客
に
務
め
ま

　

し
た
。ま
た
、
各
種
上
部
団
体
主

　

催
の
諸
会
議
等
へ
の
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
の
配
布
、
総
合
生
協
指

　

定
店
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
し

　

た
。

■
春
の
催
事
の
取
り
組
み

　

九
重
〝
夢
〞
大
吊
橋
と
癒
し
の

　

休
日
黒
川
温
泉
の
旅

旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40 詳しくは、総合生協 旅行センターへお問い合せください。 TEL097-548-5515 FAX097-538-2456 総合旅行業務取扱管理者／上金靖典

二
〇
〇
七
年
度
上
期
決
算
概
況

貸 借 対 照 表  

69.9％

13.0％

6.6％
0.3％

8.8％

1.4％

未経過共済掛金

支払備金

前受共済掛金

未払共済手数料

その他の流動負債

退職給付引当金

共済責任準備金

異常危険準備金

指定正味財産

一般正味財産

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

10,481,612

218,410,215

14,990,048

28,965,781

2,906,242

34,958,818

1,478,830,260

272,292,905

350,000,000

339,675,220

2,751,511,101合計

現金及び預金

未収共済掛金

その他の流動資産

基本財産

特定資産

その他の固定資産

■

■

■

■

■

■

181,240,291

9,462,075

242,909,769

358,700,660

1,922,022,000

37,176,306

2,751,511,101合計

53.7％
9.9％

12.7％

12.3％

借　方 貸　方

2007年11月30日現在

（単位：円）（単位：円）

　

二
〇
〇
八
年
一
月
三
十
一
日

（
木
）全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に
て
二
〇

〇
七
年
度
第
二
回
評
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
評
議
員
会
の

成
立
が
確
認
さ
れ
、
議
長
に
佐
藤

評
議
員
、議
事
録
署
名
人
に
廣
瀬
・

豊
田
両
評
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、議
案
審
議
に
入
り
、第

一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
の
報

告
お
よ
び
提
案
が
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
第
一
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
事
業
報
告

　

承
認
の
件

◆
第
二
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
決
算
報
告

　

な
ら
び
に
監
査
報
告
承
認
の
件

◆
第
三
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
共
済
推
進

　

状
況
報
告
な
ら
び
に
下
期
共
済

　

推
進
計
画
承
認
の
件

◆
第
四
号
議
案

　

共
済
事
業
の
全
労
済
移
行
に
つ

　

い
て

　

経
常
収
益
は
、財
産
運
用
益
が
、

労
働
金
庫
出
資
金
の
一
、〇
〇
一

万
円
と
有
価
証
券
受
入
配
当
の
六

九
二
万
円
で
共
済
事
業
収
益
の
四

億
三
、八
五
六
万
円（
医
療
扶
助
共

済
三
億
一
、三
一
八
万
円
、介
護
年

金
共
済
一
、八
一
七
万
円
、新
介
護

共
済
三
、六
二
六
万
円
、退
職
者
医

療
共
済
八
万
円
、
移
行
医
療
共
済

一
、九
四
八
万
円
、冠
婚
葬
祭
共
済

五
、
一
三
六
万
円
）等
と
合
計
し
、

四
億
五
、
六
〇
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、経
常
費
用
は
、共
済
事
業

費
が
三
億
八
、三
〇
〇
万
円（
医
療

扶
助
共
済
二
億
四
、六
三
二
万
円
、

介
護
年
金
共
済
一
、八
一
七
万
円
、

新
介
護
共
済
二
、五
九
六
万
円
、退

職
者
医
療
共
済
九
二
八
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
、移
行
医
療
共
済
一
、一
三

五
万
円
、冠
婚
葬
祭
共
済
五
、五
四

六
万
円
、共
済
事
業
管
理
費
三
、四

二
二
万
円
）で
管
理
費
の
三
、一
九

四
と
合
計
し
て
四
億
一
、
四
九
五

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
期
は
、
経
常
外
の
収

益
、費
用
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は

四
、一
〇
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
期
首
一
般
正
味
財

産
の
二
億
九
、
八
五
九
万
円
と
合

計
し
て
一
般
正
味
財
産
の
合
計
は

三
億
三
、
九
六
七
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
指
定
正
味
財
産
は
三
億

五
〇
〇
万
円
で
期
首
か
ら
の
変
動

第
二
回
評
議
員
会
を
開
催

第
二
回
評
議
員
会
を
開
催

　

県
民
共
済
会
で
は
、
団
体
医
療

扶
助
共
済
の
制
度
充
実
事
業
と
し

て
、
協
力
団
体
に
対
し
、
抽
選
で
、

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
ホ
ー
ム
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
二
〇
〇
八
年
の
シ
ー

ズ
ン
日
程
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、厳
正
な
抽
選
を
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
当
選
さ
れ
た
協
力
団

体
に
対
し
、
順
次
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ

い
。

　

県
民
共
済
会
で
は
、
公
益
福
祉

事
業
の
一
環
と
し
て
年
間
二
回
程

度
、
無
料
の
税
務
相
談
会
・
法
律

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
度
も
以
下
の
要
領

で
開
催
し
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

■
無
料
税
務
相
談
会

﹇
日
時
﹈ 

二
〇
〇
八
年
三
月
三
日（
月
）

﹇
場
所
﹈ 

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

﹇
定
員
﹈ 

二
十
名

■
無
料
法
律
相
談
会

﹇
日
時
﹈ 

二
〇
〇
八
年
三
月
十
三
日（
木
）

﹇
場
所
﹈ 

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

﹇
定
員
﹈ 

十
名

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
っ
て
、
一
般
正
味
財
産
・
指

定
正
味
財
産
を
合
計
し
、
二
〇
〇

七
年
度
上
期
で
の
正
味
財
産
合
計

額
は
六
億
八
、
九
六
七
万
円
と
な

り
ま
し
た
。7.9％

0.5％

0.4％

1.3％
0.1％
1.1％

科　　　　　　目 金　　　額
Ⅰ．一般正味財産増減の部
　　１．経常増減の部
　　　　⑴経常収益
　　　　　①基本財産運用益
　　　　　②特定資産運用益
　　　　　③雑収益
　　　　　④受取会費
　　　　　⑤共済事業収益
　　　　　　　医療扶助共済事業収益
　　　　　　　介護年金共済事業収益
　　　　　　　新介護共済事業収益
　　　　　　　退職者医療共済事業収益
　　　　　　　移行医療共済事業収益
　　　　　　　冠婚葬祭共済事業収益

経常収益計
　　　　⑵経常費用
　　　　　①事業費
　　　　　　　共済事業費
　　　　　　　医療扶助共済事業費
　　　　　　　介護年金共済事業費
　　　　　　　新介護共済事業費
　　　　　　　退職者医療共済事業費
　　　　　　　移行医療共済事業費
　　　　　　　冠婚葬祭共済事業費
　　　　　　　共済事業管理費
　　　　　　　　人件費
　　　　　　　　物件費
　　　　　　　公益事業費
　　　　　②管理費
　　　　　　　　人件費
　　　　　　　　物件費

経常費用計
当期経常増減額

　　２．経常外増減の部
　　　　⑴経常外収益
　　　　　①基本財産評価益
　　　　　②固定資産売却益

経常外収益計
　　　　⑴経常外費用
　　　　　①基本財産評価損
　　　　　②固定資産売却損

経常外費用計
当期経常外増減額

　　　　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　　　　一般正味財産期首残高額
　　　　　　　一般正味財産期末残高額
Ⅱ．指定正味財産増減の部
　　　　　　　一般正味財産への振替額
　　　　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　　　　指定正味財産期首残高額
　　　　　　　指定正味財産期末残高額
Ⅲ．正味財産期末残高

正味財産増減計算書
（2007年6月1日～2007年11月30日）

10,019,680
6,924,042
305,483
222,000

438,560,412
313,184,850
18,177,823
36,263,907

83,420
19,484,820
51,365,592
456,031,617

383,004,681
382,229,989
246,320,622
18,177,820
25,968,072
－9,286,609
11,359,805
55,463,451
34,226,828
20,046,839
14,179,990
774,692

31,946,362
21,284,656
10,661,706
414,951,043
41,080,574

0
0
0

0
0
0
0

41,080,574
298,594,646
339,675,220

350,000,000
350,000,000
689,675,220

団
体
医
療
扶
助
共
済
制
度
充
実
事
業

ト
リ
ニ
ー
タ
チ
ケ
ッ
ト
の

抽
選
結
果

無
料
税
務
法
律相

談
会
を
開
催
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第
４
回
理
事
会
開
催

第
４
回
理
事
会
開
催

2007
年度

　

さ
る
１
月
28
日（
月
）別
府
杉
乃

井
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
２
０
０
７

年
度
第
４
回
理
事
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。協
議
事
項
の
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

１
、
理
事
退
任
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー

　

バ
ー
確
認
に
つ
い
て

２
、「
み
な
し
自
由
脱
退
」
に
関
す

　

る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

３
、事
業
活
動
に
つ
い
て

★
住
宅
事
業

■
分
譲
部
門
は
「
か
た
し
ま
台
」・

　
「
ゆ
め
が
丘
」
で
の
建
売
住
宅
販

　

売
会
で
の
来
場
者
を
主
と
し

　

て
、
営
業
活
動
を
行
い
契
約
に

　

向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
に
つ
い
て
は

　

見
積
中
の
物
件
を
含
め
て
受
注

　

に
つ
な
が
る
よ
う
に
営
業
活
動

　

を
行
い
ま
し
た
。

★
旅
行
事
業

■
忘
・
新
年
会
の
受
注
に
向
け
昨

　

年
の
利
用
団
体
・
グ
ル
ー
プ
へ

　

の
再
確
認
、
新
規
団
体
へ
の
紹

　

介
活
動
を
行
い
集
客
に
務
め
ま

　

し
た
。ま
た
、
各
種
上
部
団
体
主

　

催
の
諸
会
議
等
へ
の
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
の
配
布
、
総
合
生
協
指

　

定
店
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
し

　

た
。

■
春
の
催
事
の
取
り
組
み

　

九
重
〝
夢
〞
大
吊
橋
と
癒
し
の

　

休
日
黒
川
温
泉
の
旅

旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40 詳しくは、総合生協 旅行センターへお問い合せください。 TEL097-548-5515 FAX097-538-2456 総合旅行業務取扱管理者／上金靖典

二
〇
〇
七
年
度
上
期
決
算
概
況

貸 借 対 照 表  

69.9％

13.0％

6.6％
0.3％

8.8％

1.4％

未経過共済掛金

支払備金

前受共済掛金

未払共済手数料

その他の流動負債

退職給付引当金

共済責任準備金

異常危険準備金

指定正味財産

一般正味財産

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

10,481,612

218,410,215

14,990,048

28,965,781

2,906,242

34,958,818

1,478,830,260

272,292,905

350,000,000

339,675,220

2,751,511,101合計

現金及び預金

未収共済掛金

その他の流動資産

基本財産

特定資産

その他の固定資産

■

■

■

■

■

■

181,240,291

9,462,075

242,909,769

358,700,660

1,922,022,000

37,176,306

2,751,511,101合計

53.7％
9.9％

12.7％

12.3％

借　方 貸　方

2007年11月30日現在

（単位：円）（単位：円）

　

二
〇
〇
八
年
一
月
三
十
一
日

（
木
）全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に
て
二
〇

〇
七
年
度
第
二
回
評
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
評
議
員
会
の

成
立
が
確
認
さ
れ
、
議
長
に
佐
藤

評
議
員
、議
事
録
署
名
人
に
廣
瀬
・

豊
田
両
評
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、議
案
審
議
に
入
り
、第

一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
の
報

告
お
よ
び
提
案
が
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
第
一
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
事
業
報
告

　

承
認
の
件

◆
第
二
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
決
算
報
告

　

な
ら
び
に
監
査
報
告
承
認
の
件

◆
第
三
号
議
案

　

二
〇
〇
七
年
度
上
期
共
済
推
進

　

状
況
報
告
な
ら
び
に
下
期
共
済

　

推
進
計
画
承
認
の
件

◆
第
四
号
議
案

　

共
済
事
業
の
全
労
済
移
行
に
つ

　

い
て

　

経
常
収
益
は
、財
産
運
用
益
が
、

労
働
金
庫
出
資
金
の
一
、〇
〇
一

万
円
と
有
価
証
券
受
入
配
当
の
六

九
二
万
円
で
共
済
事
業
収
益
の
四

億
三
、八
五
六
万
円（
医
療
扶
助
共

済
三
億
一
、三
一
八
万
円
、介
護
年

金
共
済
一
、八
一
七
万
円
、新
介
護

共
済
三
、六
二
六
万
円
、退
職
者
医

療
共
済
八
万
円
、
移
行
医
療
共
済

一
、九
四
八
万
円
、冠
婚
葬
祭
共
済

五
、
一
三
六
万
円
）等
と
合
計
し
、

四
億
五
、
六
〇
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、経
常
費
用
は
、共
済
事
業

費
が
三
億
八
、三
〇
〇
万
円（
医
療

扶
助
共
済
二
億
四
、六
三
二
万
円
、

介
護
年
金
共
済
一
、八
一
七
万
円
、

新
介
護
共
済
二
、五
九
六
万
円
、退

職
者
医
療
共
済
九
二
八
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
、移
行
医
療
共
済
一
、一
三

五
万
円
、冠
婚
葬
祭
共
済
五
、五
四

六
万
円
、共
済
事
業
管
理
費
三
、四

二
二
万
円
）で
管
理
費
の
三
、一
九

四
と
合
計
し
て
四
億
一
、
四
九
五

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
期
は
、
経
常
外
の
収

益
、費
用
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は

四
、一
〇
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
期
首
一
般
正
味
財

産
の
二
億
九
、
八
五
九
万
円
と
合

計
し
て
一
般
正
味
財
産
の
合
計
は

三
億
三
、
九
六
七
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
指
定
正
味
財
産
は
三
億

五
〇
〇
万
円
で
期
首
か
ら
の
変
動

第
二
回
評
議
員
会
を
開
催

第
二
回
評
議
員
会
を
開
催

　

県
民
共
済
会
で
は
、
団
体
医
療

扶
助
共
済
の
制
度
充
実
事
業
と
し

て
、
協
力
団
体
に
対
し
、
抽
選
で
、

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
ホ
ー
ム
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
二
〇
〇
八
年
の
シ
ー

ズ
ン
日
程
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、厳
正
な
抽
選
を
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
当
選
さ
れ
た
協
力
団

体
に
対
し
、
順
次
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ

い
。

　

県
民
共
済
会
で
は
、
公
益
福
祉

事
業
の
一
環
と
し
て
年
間
二
回
程

度
、
無
料
の
税
務
相
談
会
・
法
律

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
度
も
以
下
の
要
領

で
開
催
し
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

■
無
料
税
務
相
談
会

﹇
日
時
﹈ 

二
〇
〇
八
年
三
月
三
日（
月
）

﹇
場
所
﹈ 

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

﹇
定
員
﹈ 

二
十
名

■
無
料
法
律
相
談
会

﹇
日
時
﹈ 

二
〇
〇
八
年
三
月
十
三
日（
木
）

﹇
場
所
﹈ 

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

﹇
定
員
﹈ 

十
名

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
っ
て
、
一
般
正
味
財
産
・
指

定
正
味
財
産
を
合
計
し
、
二
〇
〇

七
年
度
上
期
で
の
正
味
財
産
合
計

額
は
六
億
八
、
九
六
七
万
円
と
な

り
ま
し
た
。7.9％

0.5％

0.4％

1.3％
0.1％
1.1％

科　　　　　　目 金　　　額
Ⅰ．一般正味財産増減の部
　　１．経常増減の部
　　　　⑴経常収益
　　　　　①基本財産運用益
　　　　　②特定資産運用益
　　　　　③雑収益
　　　　　④受取会費
　　　　　⑤共済事業収益
　　　　　　　医療扶助共済事業収益
　　　　　　　介護年金共済事業収益
　　　　　　　新介護共済事業収益
　　　　　　　退職者医療共済事業収益
　　　　　　　移行医療共済事業収益
　　　　　　　冠婚葬祭共済事業収益

経常収益計
　　　　⑵経常費用
　　　　　①事業費
　　　　　　　共済事業費
　　　　　　　医療扶助共済事業費
　　　　　　　介護年金共済事業費
　　　　　　　新介護共済事業費
　　　　　　　退職者医療共済事業費
　　　　　　　移行医療共済事業費
　　　　　　　冠婚葬祭共済事業費
　　　　　　　共済事業管理費
　　　　　　　　人件費
　　　　　　　　物件費
　　　　　　　公益事業費
　　　　　②管理費
　　　　　　　　人件費
　　　　　　　　物件費

経常費用計
当期経常増減額

　　２．経常外増減の部
　　　　⑴経常外収益
　　　　　①基本財産評価益
　　　　　②固定資産売却益

経常外収益計
　　　　⑴経常外費用
　　　　　①基本財産評価損
　　　　　②固定資産売却損

経常外費用計
当期経常外増減額

　　　　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　　　　一般正味財産期首残高額
　　　　　　　一般正味財産期末残高額
Ⅱ．指定正味財産増減の部
　　　　　　　一般正味財産への振替額
　　　　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　　　　指定正味財産期首残高額
　　　　　　　指定正味財産期末残高額
Ⅲ．正味財産期末残高

正味財産増減計算書
（2007年6月1日～2007年11月30日）

10,019,680
6,924,042
305,483
222,000

438,560,412
313,184,850
18,177,823
36,263,907

83,420
19,484,820
51,365,592
456,031,617

383,004,681
382,229,989
246,320,622
18,177,820
25,968,072
－9,286,609
11,359,805
55,463,451
34,226,828
20,046,839
14,179,990
774,692

31,946,362
21,284,656
10,661,706
414,951,043
41,080,574

0
0
0

0
0
0
0

41,080,574
298,594,646
339,675,220

350,000,000
350,000,000
689,675,220

団
体
医
療
扶
助
共
済
制
度
充
実
事
業

ト
リ
ニ
ー
タ
チ
ケ
ッ
ト
の

抽
選
結
果

無
料
税
務
法
律相

談
会
を
開
催
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お問い合せは　全労済大分県本部　　☎097-548-6031

全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
４
回
理
事
会
開
催

今
後
の
日
程

◆
第
５
回
理
事
会
の
開
催

２
０
０
８
年
３
月
24
日（
火
）

　

１
月
28
日
、
理
事
14
名
・
監
事

２
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
７
年
度
の
第
４
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、①
前
回
理

事
会
以
降
の
主
な
会
議
開
催
状
況

報
告
、②
共
済
金
支
払
い
に
関
す

る
自
主
的
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
、③
勤
労
県
民
共
済
会
と
の
契

約
移
行
に
関
す
る
協
議
経
過
に
つ

い
て
、④
08
年
度
４
月
人
事
異
動

方
針
と
事
務
局
機
構
の
再
編
に
つ

い
て
、⑤「
新
し
い
共
済
シ
ョ
ッ
プ

の
店
名
お
よ
び
開
所
式
」
に
つ
い

て
、⑥
第
３
回
「
役
職
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
、⑦
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、⑧
そ
の

他
、に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
理
事
の
退

任
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
確
認
に

つ
い
て
、②
共
済
事
業
の
普
通
預

金（
玖
珠
郡
信
用
組
合
）の
口
座
解

約
に
つ
い
て
、③
役
員
補
欠
選
挙

の
実
施
お
よ
び
臨
時
総
代
会
の
開

催
（
案
）
に
つ
い
て
、④
選
挙
管
理

委
員
会
の
開
催
な
ら
び
に
役
員
選

考
委
員
会
の
設
置
・
委
員
の
選
出

に
つ
い
て
、⑤
そ
の
他
に
つ
い
て

の
提
案
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
本
部
で
は
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
全
労
済
大
分

県
本
部
・
総
合
生
協
・
グ
ル
ー
プ

に
働
く
役
職
員
・
理
事
、
一
般
参

加
者
を
含
め
、
別
府
ス
パ
ビ
ー
チ

（
２
０
０
７
年
９
月
）、
日
出
町
糸

が
浜
海
浜
公
園
（
２
０
０
７
年
11

月
）
の
海
岸
沿
い
の
清
掃
を
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
第
３
回
と
し
て
、
２
０

０
８
年
１
月
12
日（
土
）大
分
市
佐

賀
関
白
木
海
岸
に
て
の
清
掃
活

動
。参
加
者
総
数
48
名
、
海
岸
に
打

ち
寄
せ
ら
れ
た
流
木
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
海
藻
な
ど
の
主
々
雑

多
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
般
参
加
者
の
中
か
ら
、

ま
た
次
回
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
嬉
し
い
感
想
も
い
た
だ
き
、

回
を
重
ね
る
毎
、
ご
み
拾
い
の
要

領
も
良
く
な
り
、
終
了
後
の
参
加

者
全
員
の
和
ん
だ
笑
顔
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
大
分
県
消
費
者
問

題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
所
開
所

式
を
27
名
が
参
加
し
て
大
分
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
寺
十
郎
大
分
県
生
活
環
境

部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
３
８
０
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
多
く
の

消
費
者
は
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。そ
の

中
で
「
消
費
者
被

害
１
１
０
番
」
の

相
談
事
務
所
開
設

は
た
い
へ
ん
心
強

く
思
っ
て
い
ま

す
。県
内
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
よ
う
活
動
を
お

願
い
し
ま
す
。」

　

開
所
式
は
、
井

田
雅
貴
弁
護
士

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事
長
）
の
開

会
挨
拶
、
足
立
勇

一
生
協
連
会
長

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長
）
の
主
催

者
挨
拶
に
続
い
て

来
賓
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
太
田
耕
作

県
連
専
務
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
）
か
ら
「
大
分
県
消
費
者
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
と
経
過
と

概
要
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。「
県

内
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
学
者
、

消
費
者
団
体
と
生
協
が
２
０
０
６

年
９
月
か
ら
検
討
会
を
行
い
、
２

０
０
７
年
７
月
に
設
立
準
備
委
員

会
を
立
上
げ
て
８
月
28
日
に
設
立

総
会
を
行
い
大
分
県
消
費
者
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し

た
。そ
の
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
を

行
い
、
１
月
９
日
に
承
認
を
受
け
、

１
月
18
日
に
登
記
を
完
了
し
て
お

り
ま
す
。今
後
、
５
つ
の
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
消
費
者
相
談
活
動（
週

２
日
）、
消
費
者
行
政
調
査
（
２

月
）、講
演
会（
２
月
、９
月
）、講
師

派
遣（
12
月
、
県
内
５
ヶ
所
）、
情
報

資
料
提
供
と
と
も
に
、
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
会
を
６
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。」

　

小
野
ヒ
サ
ヱ
大
分
県
消
費
者
団

体
連
絡
協
議
会
会
長
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
）
の
開
会
の
挨
拶
で

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
取
材
が
テ
レ

ビ
２
社
と
大
分
合
同
新
聞
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　

生
協
連
合
会
役
員
と
県
行
政
と

の
懇
談
会
が
、
２
０
０
８
年
１
月

23
日（
水
）全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
の
７

階
ロ
ー
ズ
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
よ
り
県
生
活
環
境

部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
・

課
長
安
見
美
代
子
氏
・
男
女
共
同

参
画
課
副
主
幹
・
塚
本
由
美
氏
の

２
名
、
県
生
協
連
は
足
立
会
長
を

は
じ
め
13
名
の
理
事
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
生
協
と
行

政
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
も
の

と
し
て
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

最
初
に
足
立
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、安
見
課
長
は
、あ
い
さ
つ
で
消

費
者
行
政
へ
の
協
力
に
対
す
る
お

礼
が
述
べ
ら
れ
、
県
内
の
消
費
者

運
動
の
中
核
と
し
て
多
面
的
な
活

動
を
進
め
て
い
る
生
協
に
対
し

て
、評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
２
０
０
８
年
大
分

県
予
算
編
成
な
ら
び
に
行
政
執
行

に
関
す
る
要
望
書
」に
つ
い
て
、
２

０
０
７
年
11
月
30
日
に
回
答
し
た

事
項
の
中
か
ら
、特
に
、関
係
す
る

事
項
を
中
心
に
説
明
し
、
災
害
協

定
の
締
結
、公
民
館
の
使
用
、

消
費
者
政
策
や
食
品
安
全
問

題
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
意
見
交
換
と
な
り
ま
し

た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
公
民
館

の
使
用
の
教
育
委
員
会
の
理

解
に
対
す
る
行
政
の
あ
り

方
、
消
費
者
政
策
や
食
の
安

全
・
安
心
問
題
、
消
費
者
問

題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す

る
財
政
補
助
や
消
費
生
活
専

門
相
談
員
研
修
制
度
等
の
意

見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

懇
談
会
を
通
じ
て
相
互
の
理

解
は
深
ま
っ
た
と
の
確
信
を

し
ま
し
た
。

事務所入口の看板

生
協
連
と
県
行
政
と
の
懇
談
会

生
協
連
と
県
行
政
と
の
懇
談
会

大
分
県
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

大分県
生協連
大分県
生協連

大
分
県
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

事
務
所
開
所
式

全
労
済
発
足
50
周
年
記
念
事
業

第
３
回
環
境
美
化
清
掃
活
動

第
３
回
環
境
美
化
清
掃
活
動

　全労済の社会貢献活動や人材育成の取組を目的に、
1992年から「ホームヘルパー養成講座」の取組が始ま
り全国で、2005年度までの要請講座修了者は15,013
名、大分県本部では、合計247名の方が終了され、福祉
の現場や地域において幅広く活動されておられます。
　今回も、介護のお仕事に意欲のある方はもちろん、資
格取得を目指す方など、男女含み23名の方々のご参加
により、専門講師が親切丁重にアドバイスを行い1月16
日（水）から3月末日まで学科・実習を含む養成講座を開
講しています。

　長年みなさまに慣れ親しんでいただいた、「共済ショッ

プ」が全労済ソレイユから中央町の「総合生協会館１階」に

移転し装いもあらたに、ふれあいプラザ「ふらっと大分」と

して新たにオープンいたしました。

　ふれあいプラザ「ふらっと大分」では、全労済の各種共済

や総合生協の住宅・旅行・介護の相談サービスが、一カ所

で受けられるようになりました。

　また同プラザに地域や、組合員の方々のこころ温まる交

流の場として「ふれあいギャラリー」を用意しております。

　どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。スタッフ一同皆

さまのご来店を心よりお待ち申し上げます。

ホームヘルパー
養成講座　　　　　
ホームヘルパー
養成講座　　　　　
を開講しています!!

ふ れ あ い プ ラ ザ

大分

共 済 シ ョ ッ プ

2級課程



毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

編
集
部

・
何
年
も
会
社
に
勤
め
て
い
て
、

　

こ
の
機
関
紙
を
読
む
の
は
初
め

　

て
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

　

に
労
働
者
側
に
立
っ
て
動
く
機

　

関
紙
が
あ
る
の
に
、
も
っ
と
各

　

会
社
の
労
働
者
に
知
っ
て
も
ら

　

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

由
布
市
（
男
性
）

・
厳
し
い
労
働
環
境
で
す
が
、
組

　

合
運
動
の
重
要
性
を
若
い
人
た

　

ち
に
説
く
努
力
を
お
願
い
し
ま

　

す
。　
　
　

佐
伯
市
（
男
性
）

・
先
月
初
め
に
図
書
券
が
当
り
、

　

今
年
の
初
め
に
届
き
ま
し
た
。

　

春
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
！
思
わ
ず

　

「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
声
を
発
し
て

　

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

　

ク
イ
ズ
応
募
し
続
け
た
い
と
思

　

い
ま
す
。　

佐
伯
市
（
女
性
）

・
労
福
協
ク
イ
ズ
は
結
構
む
ず
か

　

し
い
で
す
。
第
34
回
で
当
選
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
意
義

　

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
分
市
（
男
性
）

7 2

(7)　第 79 号 2008年３月１日 第 79 号 2008年３月１日　(2)勤 労 者 医 療 生 協 　 ☎097-568-2299
h t t p : / / www . o i t a k y owa - h p . o r g /

労 福 協 　 ☎097-533-1106

・ハガキに、①、②それぞれの答えを書き、
　住所、氏名、職場名を明記の上送付して下さい。
・締め切り2008年３月31日消印有効。
　正解者の中から抽選により、10名の方に図書
　券をお送りします。
　当選者発表は、機関紙80号

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　大分県労働福祉会館（ソレイユ）2F
大分県労働者福祉協議会編集委員会宛

◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

応 募
方 法

あ て
先

第
35
回（
機
関
紙
78
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

＝
敬
称
略
＝

江
藤　

千
草（
九
重
町
）

菅
原　

健
児（
佐
伯
市
）

工
藤　

幸
俊（
由
布
市
）

甲
斐
け
い
子（
豊
後
大
野
市

）

岩
田　
　

章（
別
府
市
）

○36

林　
　

啓
子（
佐
伯
市
）

中
嶋　

美
穂（
日
田
市
）

田
中　

志
保（
佐
伯
市
）

板
井　

祐
造（
臼
杵
市
）

玉
井　
　

聡（
由
布
市
）

労福協クイズ
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ

①  

デ
フ
レ

②  

借
換
え
運
動

①全労済大分県本部と総合生協の機能が
　　　ひとつになったふれあいプラザ名は？

②県民共済会が毎年開催している公益福祉
　事業は、無料税務相談会と無料○○相談会

機
関
紙
78
号
の
第
35
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
の

一
つ
に
、
患
者
と
医
師
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
医
療
が
高
度
化
、
専
門

化
す
る
中
で
医
療
の
内
容
は
ま
す

ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
て
、
医
療

の
現
場
で
は
細
か
な
対
応
と
高
い

緊
張
感
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
側
も
医
療
リ

ス
ク
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
て
医
療
職
場
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
協
和
病
院
の
07
年
度
後
期

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会

は
、
県
立
奈
良
医
大
の
車
谷
典
男

教
授
を
招
い
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
人
間
は
ど
ん
な

に
知
識
が
あ
り
、
訓
練
さ
れ
、
職

場
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

時
に
「
誤
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と

や
、
事
故
や
ミ
ス
を
個
人
の
不
注

意
や
偶
然
の
結
果
と
捉
え
る
の
で

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
会
開
催

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
連
合

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
事
業
団
体
の
合

同
研
修
会
が
１
月
29
日（
火
）大
分

市
の
大
分
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修

会
は
、
沖
縄

を
含
む
九
州

圏
内
の
労
福

協
・
連
合
・

労
働
金
庫
・

全
労
済
の
役

員
が
一
同
に

会
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体

の
情
報
交
換

や
眼
下
の
課

題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
た
め
に
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

研
修
会
は
、
大
分
県
労
福
協
・

嶋
﨑
龍
生
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

に
引
き
続
き
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
・
出
口
能
美
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
口
会
長
は
、「
年
明
け
の
株

価
の
下
落
、
石
油
を
は
じ
め
と
し

た
物
価
高
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不

安
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
経
済
界
の

08
春
闘
の
賃
上
げ
発
言
も
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
し
か
し
、
置

か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
非
正
規
労

働
者
の
賃
上
げ
を
含
め
連
合
の
大

き
な
課
題
。
事
業
団
体
に
お
い
て

も
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
よ
る
会

員
減
少
の
厳
し
さ
の
な
か
で
、
労

福
協
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
つ
い
て
南
部
と
し
て
も

論
議
を
し
、
地
域
と
連
携
し
一
体

と
な
っ
た
労
働
者
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
社
会
的

共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
の
た
め

に
」
中
央
労
福
協
・
菅
井
義
夫
参

与
、「
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜

大
吊
橋
に
夢
を
乗
せ
て
」
九
重
町
・

永
尾
宗
忠
副
町
長
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菅
井
参
与
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
取
り
巻
く
状
況
に
触
れ
ら

れ
、①
社
会
保
障
制
度
の
揺
ら
ぎ

が
将
来
不
安
を
増
大
さ
せ
、②
少

子
・
高
齢
化
の
急
進
展
が
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
、③
庶
民
の
暮

ら
し
へ
の
視
点
を
欠
い
た
改
革
が

格
差
を
拡
大
・
定
着
さ
せ
、
貧
困

を
固
定
・
再
生
産
し
て
い
る
。
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
を
社
会
を
改

革
す
る
力
と
し
て
の
労
働
運
動
、

「
社
会
的
共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
」

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
多
く
の

団
体
・
組
織
や
市
民
と
協
働
で
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
運
動
に
し
て
行

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

永
尾
副
町
長
は
、
九
重
町
の
町

づ
く
り
の
基
調
と
し
て
①
自
然
と

の
共
生
を
め
ざ
し
た
町
づ
く
り
、

②
個
性
が
輝
く
町
づ
く
り
、③
町

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く

り
を
挙
げ
ら
れ
、
破
綻
寸
前
の
町

財
政
を
行
財
政
改
善
計
画
に
よ
り

立
て
直
し
、
観
光
再
生
の
た
め
に

３
つ
の
夢
「
ゴ
ル
フ
場
」「
ス
キ
ー

場
」「
大
吊
橋
」
を
策
定
し
、
平

成
15
年
度
よ
り
実
施
設
計
に
着
手

し
、
平
成
18
年
10
月
に
竣
工
式
を

あ
げ
た
大
吊
橋
。

　

当
初
年
間
30
万
人
を
見
込
ん
で

い
た
入
場
者
も
平
成
20
年
１
月
に

は
280
万
人
を
達
成
し
、
事
業
の
効

果
（
経
済
・
雇
用
・
活
性
化
）
も

期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
、
通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観

光
へ
、周
辺
設
備
の
改
善（
地
域
住

民
の
我
慢
）
を
取
り
組
む
必
要
性
。

　

大
分
県
の
市
町
村
合
併
が
進
む

中
、
合
併
を
選
択
せ
ず
に
独
自
の

町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
九
重

町
。
九
重
「
夢
」
大
吊
橋
は
町
民

一
人
一
人
が
町
づ
く
り
に
関
心
を

も
ち
、
町
民
本
位
の
、
町
民
の
声

を
し
っ
か
り
聞
い
て
町
政
に
生
か

そ
う
と
す
る
官
民
一
体
の
町
づ
く

り
が
永
尾
副
町
長
の
講
演
で
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

合
同
研
修
会

南 部
労福恊

　４月から40歳～74歳までのすべての被保険者
と被扶養者に特定健診・特定保健指導が施行さ
れることは、随分、周知されてきたのではない
だろうか。
　この制度自体は、他の国でも例を見ない大が
かりなもので、国を挙げての壮大な実験ともい
われている。
　ところがこの制度に医療関係者から、幾つか
の疑問と心配事が出されている。その一つは肥
満者は、「メタボ、メタボ」ということで自己管
理能力が低いなどという社会の偏見が生じない
かということ。二つ目は、肥満を条件に抽出が
行われるために肥満以外の人でリスクを抱えて
いる人が保健指導などから見逃されかねないと
いう指摘。そして三点目は、保健師や管理栄養
士などが行う保健指導が「時間的制約や個々の
生き方が様々にある中でどれだけ実効性がある
のか」という疑問である。
　しかし、制度はまもなく実施される。自分の
健康は自分で責任を持たねばならない部分が大
きい。人は健康のために生きているのではない
が、健康がなければ「仕事も生きがい」も満た
されないのも事実である。

　

医
療
や
介
護
の
お
か
れ
て
い
る

現
場
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
や
、
一
粒
の

チ
ョ
コ
か
ら
利
用
者
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
は
か
れ
れ
ば
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
も

２
月
１
日
か
ら
佐
伯

診
療
所
、
協
和
病
院

や
在
宅
の
方
々
に
、

一
粒
チ
ョ
コ
に
私
た

ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
「
愛
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
行
動
」
に

取
り
組
み
、
患
者
さ

ん
や
利
用
者
さ
ん
に

２
０
０
０
セ
ッ
ト
が

配
ら
れ
ま

し
た
。

は
な
く
、
例
え
ミ
ス
が
起
っ
た
と

し
て
も
次
の
防
止
策
を
多
く
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
結
果
が
万
全
で

あ
っ
た
り
、
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
の
ほ
う
が
先
決
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
谷
教
授
か
ら
医
療
関

係
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

事
故
が
起
っ
た
後
に
対
策
を
立
て

る
事
後
対
応
型
と
な
っ
て
い
る

が
、
最
近
ア
メ
リ
カ
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
と
い
う

「
職
場
で
起
る
か
も
し
れ
な
い
あ

ら
ゆ
る
危
険
因
子
を
出
し
合
っ
て

対
策
を
講
ず
る
」
と
い
う
予
見
的

手
法
を
取
り
入
れ
て
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
生
か
し
た
ら
ど
う
か

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
院
内
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

特定健診と実効性



３月５日（水）１３：００～１７：００
３月６日（木）～８日（土）９：００～１７：００
３月９日（日）９：００～１５：００
大分県立芸術会館（大分市牧緑町１番６１号）
絵画、書道、写真、彫刻、工芸、デザイン・イラスト

第５１回

日　時

部　門

場　所

３月９日（日）１４：００～
芸術会館３Ｆ講堂

３月９日（日）１２：３０～１３：５０
作品展示場

審査員による
作品指導

表彰式

３月２３日（日） １０：００スタート
大分市明野・OBSボウル
事業団体・地区労福協・労働組合団体
対抗戦および個人戦

第３６回

日　時

場　所

参加者

労美展開催ボーリング大会のご案内 労美展開催ボーリング大会のご案内 労美展開催ボーリング大会のご案内
大分県・大分県労福協・大分県労政協会が主催する「第51回労美展」は「あな
たの趣味を みんなの感動に 労美展」をキャッチフレーズに開催されています。
大分県内で働く仲間の皆さんの力作です、是非お立ち寄りください。

問い合わせは
所属組織へ

実施中

カーライフローンキャンペーンカーライフローンキャンペーン
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【構成会員団体】

第 79 号 2008年３月１日　(1) 第 79 号 2008年３月１日　(8)

お問い合せは　九州ろうきん　おおいた　　　0120-567863
ゴウロクシチハチ ロウキンサン

労 働 金 庫 　 ☎097-536-2211

大分県労福協ホームページ　　http://oita.rofuku.net/

　

九
州
８
県
（
沖
縄
を
含
む
）
の

各
県
労
福
協
、
九
州
労
働
金
庫
、

全
労
済
西
日
本
事
業
本
部
を
は
じ

め
と
し
た
労
働
者
福
祉
事
業
団
体

で
構
成
す
る
【
労
働
者
福
祉
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
】
の
通
常
総
会

が
、
２
月
12
日（
火
）那
覇
市
・
沖

縄
都
ホ
テ
ル
で
、
各
構
成
組
織
の

代
議
員
と
来
賓
あ
わ
せ
て
55
名
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

通
常
総
会
は
、
地
元
沖
縄

県
労
福
協
・
中
村
宣
正
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し

て
議
長
に
は
沖
縄
県
労
福

協
・
名
護
一
男
評
議
員
を
選

出
し
、
南
部
労
福
協
・
出
口

能
美
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　

出
口
会
長
は
、「
１
年
間
、

幹
事
会
を
中
心
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
ク
レ
サ

ラ
・
多
重
債
務
問
題
を
中
心

に
活
動
し
て
き
た
。
勤
労
者

の
可
処
分
所
得
は
減
少
し
、

非
正
規
労
働
者
の
増
大
と
取

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
今
こ
そ
、
連
合
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
・
事
業
団
体
と
連
携
を
強

化
し
職
場
、
地
域
で
の
活
動
を
広

げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
沖
縄
県

観
光
商
工
部
・
勝
目
和
夫
統
括
監
、

中
央
労
福
恊
・
高
橋
均
事
務
局
長
、

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
山
口
正
三

代
表
幹
事
、
日
本
高
退
連
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
沖
縄
県
高
齢

退
職
者
団
体
連
合
会
・
真
喜
志
勇

副
会
長
の
皆
さ
ん
か
ら
激
励
と
連

帯
の
ご
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
２
０

０
８
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て 

①
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か
る
サ

ポ
ー
ト
事
業 

②
労
働
者
福
祉
運

動
強
化
と
発
展
の
た
め
に 

③
多

重
債
務
、
格
差
・
貧
困
の
是
正
を

目
指
す 

取
り
組
み
の
３
点
を
重

点
課
題
と
し
、
継
続
的
な
取
り
組

み
と
し
て 

①
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
自
立
・
再
生 

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
子
育
て
支
援 

③
退
職
者
・
高
齢
者
と
の
連
携 

④
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
、
生
活
応
援

運
動 

⑤
勤
労
者
福
祉
向
上
に
向

け
た
自
治
体
要
請 

⑥
暮
ら
し
の

安
全
運
動
と
し
て
の
防
災
対
策
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
労
福
協
・
事
業
団
体
・
連
合

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
認
識
の
共
有
を

図
り
、
相
互
の
連
帯
と
協
力
関
係

を
促
進
し
労
働
者
福
祉
運
動
の
強

化
と
充
実
に
向
け
努
力
し
て
ゆ
く

こ
と
を
確
認
・
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
役
員
改
選
で
は
、
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
会
長
と
し
て

新
た
に
福
岡
県
労
福
協
の
山
口
正

三
会
長
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ

と
、
そ
し
て
事
務
局
は
福
岡
県
労

福
協
に
お
く
こ
と
が
あ
わ
せ
て
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
に
、
亀
島

靖
氏
（
劇
作
家
）
に
よ
る
「
琉
球

歴
史
の
謎
と
、
ロ
マ
ン
」
の
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

　

労
金
で
は
、「
し
あ
わ
せ
創
造

運
動
・
多
重
債
務
対
策
本
部
」
の

設
置
お
よ
び
多
重
債
務
対
策
取
組

強
化
を
具
体
化
す
る
運
動
と
し
て

「
借
換
え
運
動
強
化
月
間
」（
二
〇

〇
八
年
三
月
末
ま
で
）
を
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
他
行
住
宅
ロ
ー
ン
や

信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
利
用
者

お
よ
び
、
全
国
で
一
四
〇
〇
万
人

を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
消
費
者
金

融
利
用
者
（
う
ち
組
織
労
働
者
は

一
三
八
万
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
）

に
対
し
借
換
え
や
債
務
一
本
化
に

よ
る
返
済
負
担
の
軽
減
を
提
案

し
、
組
合
員
の
可
処
分
所
得
向
上

を
目
的
と
し
た
運
動
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
運
動
を
展
開
す
る
中
で

発
生
す
る
多
重
債
務
相
談
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
対
応
し
、
組
合
員

か
ら
多
重
債
務
者
を
出
さ
な
い
取

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
消
費
者
金
融
等
を
利
用

し
て
い
る
方
に
は
、
利
息
制
限
法

の
上
限
金
利
を
超
え
る
利
息
に
つ

い
て
は
支
払
う
必
要
が
な
い
こ
と

を
知
ら
な
い
方
も
多
く
存
在
し
、

全
国
ろ
う
き
ん
業
態
統
一
で
実
施

す
る
「
お
金
の
問
題
・
気
づ
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
知
ら
せ
る
運

動
を
展
開
し
、
併
せ
て
「
九
州
ろ

う
き
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
活
用
し
た
任
意
整
理
に
よ

る
債
務
圧
縮
を
す
す
め
て
参
り
ま

す
。

　

労
金
が
社
会
的
に
も
求
め
ら
れ

て
い
る
重
要
な
運
動
で
あ
り
、
会

員
団
体
（
労
組
・
互
助
会
等
）
と

恊
働
で
取
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
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大分県は勤労者福祉支援策として、

中小企業にお勤めの方（労金会員も可）へ労働金庫と提携した

ご利用しやすい各種ローン制度を設けており、

例えば「教育ローン」なら以下のとおりです。

大分県提携融資制度をご存知ですか？
中小企業にお勤めの方へ

※保証機関の承諾がいただけない場合は融資をお断りする場合があります。　
※総融資枠に達した時点で、ご融資をお断りする場合があります。

融 資 額

県内の労金各支店へお気軽にお尋ねの上、ご利用ください。

詳細は、お近くの労金各支店へお問合せください。

カーライフローンキャンペーン

最高２００万円以内
融資金利 年２.２６％（固定：保証料別）
返済期間１０年以内（最長 4年以内の据置期間を含みます。）

期　間 ２００８年３月３１日まで

ご融資額５００万円まで　

金　利 年２.２０％～年２.００％まで
（変動金利）　※別途、固定金利もあります。

保証料率０.７％又は１.２％が必要です。

返済期間１０年以内
保証料率０.７％又は１.２％が必要です。

年間総融資額５２０万円

ローンのことなら、

平　日（月～金）
土・日
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します）

営業時間

AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階

ご連絡先

ろうきん  ローンセンターおおいた
昭和通り

国道10号

ジャングル公園

大分市役所

大分郵便局

トキハ
ソレイユ

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅
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